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事
業
所
の
声
が
会
議
所
の

原
動
力
で
す
！！

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
！

発行所　新津商工会議所
〒956‐0864 新潟県新潟市秋葉区新津本町3丁目１番７号
TEL 0250（22）0121　FAX 0250（25）2332
Email:n-cci@fsinet.or.jp
URL http://www.niitsu.or.jp/
編集発行人　里村　　進　　毎月１回発行

2009．７vol.７００

にいつホット Station は、資源保護のため再生紙を利用しています。

春
日
忠
男
氏
が

　
　

去
る
、
６
月
５
日
㈮
１４
時
３０
分
か
ら
ホ
テ
ル
美
好
で
２６
名
の

出
席
の
も
と
１４
回
目
と
な
る
市
、
大
学
、
会
議
所
と
の
三
者
協

議
会
が
新
潟
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
㈱
も
交
え
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
津
商
工
会
議
所
で
は
、

平
成
１４
年
４
月
に
新
潟
薬
科

大
学
が
新
津
キ
ャ
ン
パ
ス
に

開
学
し
て
か
ら
毎
年
、
市
と

新
潟
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
㈱
も
交
え
各
機
関
の
現
状

と
問
題
点
、
要
望
等
を
検
討

す
る
た
め
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

最
初
に
、
山
崎
幹
夫
新
潟

薬
科
大
学
学
長
か
ら
「
健
康

に
役
立
つ
薬
と
食
の
安
全
と

安
心
」
と
題
し
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
馬
場
欣
一
新
津

商
工
会
議
所
会
頭
、
藤
田
清

明
新
潟
市
秋
葉
区
役
所
区
長
、

佐
藤
征
也
新
潟
バ
イ
オ
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
㈱
社
長
か
ら
挨

拶
の
後
、
各
機
関
の
現
状
に

つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
要
旨
）

（１）
新
潟
市
及
び
秋
葉
区
役
所

　

の
現
状

  

・
政
令
市
移
行
３
年
目
と
な

　

り
内
質
を
高
め
る
時
期
と

　

考
え
て
い
る
。

  

・
新
潟
市
は
今
年
、
大
観
光

　

交
流
年
、
と
き
め
き
新
潟

　

国
体
の
開
催
の
年
。

  

・
新
潟
市
の
予
算
規
模
は
６
，

　

３
８
４
億
円
。（
特
別
会

　

計
、
企
業
会
計
含
む
）

◇
秋
葉
区
の
現
況

  

・
人
口
１
５
０
名
増
。
新
潟

　

市
４
区
で
増
加
し
て
い
る
。

  

・
高
齢
化
は
８
区
の
中
で
秋

　

葉
区
が
一
番
高
い
。

  

・
１９
年
度
の
調
査
で
「
住
み

　

た
い
区
は
？
」
と
の
質
問

　

に
「
秋
葉
区
」
と
答
え
た

　

区
民
が
多
か
っ
た
。

  
・
特
色
あ
る
区
づ
く
り
事
業

　

（
２
千
万
円
予
算
）

  
・
中
心
市
街
地
活
性
化

　

新
津
本
町
地
域
セ
ン
タ
ー

　

建
設
（
平
成
２２
年
４
月
完

　

成
予
定
）

　

新
関
地
域
セ
ン
タ
ー
建
設

　

（
平
成
２２
年
９
月
完
成
予

　

定
）

　

新
津
文
化
会
館
建
設
（
野

　

球
場
跡
）

　

新
津
総
合
体
育
館
建
設（
現

　

プ
ー
ル
）

  

・
水
と
土
の
芸
術
祭

  

・
区
内
に
も
作
品
あ
り

  

・
と
き
め
き
に
い
が
た
国
体

　

の
開
催
（
新
津
会
場
）

（２）
新
潟
薬
科
大
学
の
現
況
と

　

今
後
の
予
定

◇
平
成
２０
年
度
の
取
り
組
み

  

・
平
成
１８
年
４
月
に
薬
学
部

　

移
転

  

・
６
年
制
に
移
行
し
た
た
め

　

施
設
の
新
設
が
必
要
と
な

　

り
平
成
１９
年
度
か
ら
行
っ

　

て
い
る
と
こ
ろ
。
今
年
１０

　

月
に
薬
学
棟
の
増
設
、
ま

　

た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア（
食
堂
）

　

の
拡
充
も
行
わ
れ
６
，
０

　

０
０
人
が
集
う
場
所
と
な

　

る
。

  

・
応
用
生
命
科
学
部
で
は
今

　

年
４
月
か
ら
博
士
課
程
が

　

開
設
さ
れ
５
人
（
内
社
会

　

人
１
人
）
入
学
し
た
。

  

・「
薬
剤
師
生
涯
研
修
認
定

　

制
度
認
証
機
関
」
と
し
て

　

認
定
を
受
け
た
。

  

・
大
学
評
価
で
は
今
年
２
月

　

に
外
部
評
価
を
実
施
。

◇
平
成
２１
年
度
の
取
り
組
み

  

・
薬
学
部
で
は
５
年
生
で
実

　

務
実
習
を
６
ヶ
月
行
う
が

　

薬
学
生
の
資
質
確
認
す
る

　

た
め
第
三
者
評
価
が
必
要

　

と
な
っ
た
。

  

・
寄
付
金
の
募
集

　

図
書
の
充
実
・
教
育
環
境

　

の
整
備
、
１
口
２
万
円
の

　

募
集
。
学
生
の
保
護
者
に

　

お
願
い
す
る
。

  

・
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　

が
来
年
１
月
か
ら
大
学
で

　

実
施
さ
れ
る
。
新
津
・
五

　

泉
・
村
松
地
域
４
５
０
名

　

の
受
験
生
が
見
込
ま
れ
て

　

い
る
。

◇
産
官
学
・
大
学
間
連
携
の

　

取
り
組
み

  

・
産
学
官
連
携
推
進
セ
ン
タ

　

ー
（
Ｈ
１９
設
立
）

  

・
商
工
会
議
所
と
の
連
携
（
プ

　

チ
ヴ
ェ
ー
ル
に
関
す
る
件

　

な
ど
）

  

・「
地
域
交
流
講
座
」の
共
催
。

（３）
新
津
商
工
会
議
所
の
現
況

　

に
つ
い
て

  

・
三
者
協
議
会
の
い
ま
ま
で

　

の
経
緯
説
明
。

  

・
産
学
官
連
携
協
議
会
の
活

　

動
状
況
に
つ
い
て
説
明
。

（４）
意
見
交
換

  

・
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
の
生
産
が

　

間
に
合
わ
な
い
。
外
葉
の

　

ほ
か
茎
や
他
の
部
分
も
使

　

え
な
い
か
？
１
年
中
使
え

　

る
よ
う
な
量
の
生
産
を
お

　

願
い
し
た
い
。

  

・
生
産
拡
大
は
急
務
。
転
作

　

の
た
め
の
助
成
金
あ
り
。

　

生
産
を
は
じ
め
て
か
ら
５

　

年
が
経
過
し
品
質
・
安
全

　

性
は
落
と
せ
な
い
。
先
日

　

協
議
会
を
設
立
。

  

・
特
産
品
と
し
て
育
て
て
い

　

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

原
料
と
し
て
の
確
保
が
必

　

要
で
あ
り
各
地
区
で
保
存

　

の
た
め
の
一
次
処
理
施
設

　

が
ほ
し
い
。

  

・
大
学
で
「
く
ず
」
の
研
究

　

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
が

　

新
津
川
に
た
く
さ
ん
あ
る

　

の
で
使
っ
て
ほ
し
い
。

  

・
県
立
植
物
園
の
コ
ン
セ
プ

　

ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
ほ

　

し
い
。
東
京
の
施
設
の
２

　

番
３
番
に
な
っ
て
は
だ
め
。

　

テ
ー
マ
性
の
高
い
植
物
園

　

に
是
非
変
え
て
ほ
し
い
。

  

・
ア
パ
ー
ト
が
余
っ
て
い
る

　

ら
し
い
が
、
現
在
、
薬
学

　

部
の
８
割
が
県
内
出
身
者
。

　

応
用
生
命
科
学
部
は
９
割

　

が
県
内
出
身
者
。
今
後
学

　

生
数
が
増
え
る
の
で
区
内

　

在
住
者
は
増
え
て
い
く
と

　

思
わ
れ
る
。

新
潟
市
秋
葉
区
役
所
・
新
潟
薬
科
大
学
・
新
津

商
工
会
議
所
と
の
三
者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る

　

当
所
・
副
会
頭
の
春
日
忠

男
氏
（
㈲
春
日
薬
局
社
長
）

が
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
氏
は
、
昭
和
６１
年

１２
月
か
ら
平
成
７
年
５
月
ま

で
議
員
、
平
成
７
年
６
月
か

ら
平
成
２０
年
２
月
ま
で
常
議

員
、
平
成
２０
年
３
月
か
ら
現

在
ま
で
副
会
頭
に
就
任
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

永
年
に
亘
り
、
商
工
会
議

所
法
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、

商
工
業
の
総
合
的
改
善
発
達

と
社
会
福
祉
一
般
の
増
進
に

資
し
、
新
津
商
工
会
議
所
の

事
業
運
営
に
卓
越
し
た
見
識

と
実
践
力
で
貢
献
さ
れ
、
新

津
地
域
の
産
業
振
興
の
伸
展

に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
受
賞
で
す
。
大
変

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　去る、６月１日㈪１５時３０分から一楽において、新津
野菜振興協議会が主催する、わいわい青果塾設立５周
年記念イベント「にいつ“職”の陣」が開催されました。
　このイベントはプチヴェールなど特産野菜のブラン
ド化や商品開発のための研究、産地づくり推進、消費
拡大等を目的に、生産者と商工業者の交流の場として
初めて開催されたもので、参加した団体等からこれま
での活動内容の紹介や意見交換が行われました。
　当日は約８０名の関
係者が集まり、当所
からは「にいつ食の
陣」「プチヴェール
を使ったぷち森開発
事業」などの取り組
みについて紹介し、
これからの農商工連
携のあり方について
積極的な意見交換を
行いました。

　

去
る
６
月
１５
日
新
津
商
工

会
議
所
に
於
い
て
、
産
学
官

連
携
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
所
で
は
、
新
潟
薬
科
大

学
・
新
潟
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
㈱
・
新
潟
市
・
Ｊ
Ａ

新
津
さ
つ
き
・
会
員
企
業
と

連
携
し
、
地
域
の
振
興
、
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
は
、
新
津
商
工
会
議

所
６０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
の

本
（
仮
称
）
を
製
作
す
る
予

定
で
、
出
席
者
か
ら
構
成
内

容
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
当
協
議
会
で

取
り
組
む
べ
き
事
項
等
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
、
最
後
に
、
当
協
議
会
メ

ン
バ
ー
か
ら
、
プ
チ
ヴ
ェ
ー

ル
を
使
っ
た
新
商
品
の
開
発

状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度

第
１
回
産
学
官
連
携
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る


